
           小樽市　　　　　　 くらしのガイド
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市 の 概 要
■位　置／北緯43°11′27″　東経140°59′40″
■面　積／243.83㎢ (令和5年10月1日現在)
■広がり／東西36.47km　南北20.39km
■海岸線／68.62km（平成29年4月1日現在）

■沿　革／「小樽」の地名は、アイヌ語 の「オタ・オル・ナイ 

(砂浜の中の川）」に由来しているといわれています。江戸時代

には松前藩の知行地として鰊などの漁場でした。明治時代に

道内で最初の鉄道が敷設され、その後、小樽港は北海道物流の

玄関口となり商業港湾都市として発展しました。市制施行は大

正11年8月1日。昭和40年代に小樽運河埋め立てが議論された

後、運河や歴史的建造物を生かしたまちづくりに取り組み、現

在、観光都市として知られるようになりました。

■人 口／10万6082人（6万638世帯）令和6年2月末現在

■き 章

雪を表徴した六花の中に小樽の頭文字
（小）を図案化したものです。

■市の花・木・鳥

■姉妹都市
    ・ ナホトカ市 （ロシア連邦）　昭和41年9月12日締結
    ・ ダニーデン市 （ニュージーランド）　昭和55年7月25日締結
    ・ ソウル特別市江西区 （大韓民国）　平成22年7月22日締結
■小樽市民憲章 （昭和40年8月1日制定）
■小樽市はつらつ長寿憲章 （平成10年9月15日制定）
■小樽市自治基本条例 （平成25年12月4日制定）
■都市宣言
    ・ 交通安全都市宣言 （昭和37年3月24日）
    ・ 暴力追放都市宣言 （昭和45年7月13日）
    ・ 核兵器廃絶平和都市宣言 （昭和57年6月28日）
    ・ 防犯都市宣言 （昭和63年10月5日）
    ・ 小樽観光都市宣言 （平成20年10月2日）
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昭和47年8月1日制定

「ツツジ」 「シラカンバ」 「アオバト」
昭和43年5月28日

制定
昭和43年5月28日

制定
昭和61年5月10日

制定

（大正11年8月28日制定）
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